
第３６回北信越小学生バドミントン大会 開催要項 

 １ 主  催    北信越小学生バドミントン連盟 

２ 共  催    富山県バドミントン協会 

３ 主  管    富山県小学生バドミントン連盟 

４ 協  賛    トナミ運輸株式会社  ヨネックス株式会社  アイベックスポーツ株式会社  クリオ販売株式会社   

Café LOVEALL  ファイテンショップ松山椿店  株式会社プロフォートサニー 

５ 後  援     ㈱北日本新聞社 

６ 日  程    令和７年３月１日（土）・2日（日） 

            第1日目（１日） 開場 8:00 受付（各チーム代表）・公式練習8:30～ 代表者会議13:00  

                                         開会式13:30   試合開始14:00 

            第2日目（２日） 開場 8:00    試合開始 9:00     閉会式 全試合終了後 

７ 会  場    高岡市竹平記念体育館 （富山県高岡市早川222番地1） TEL:0766-26-6001 

８ 種  目    団体戦 ①６年生男子の部  ②５年生男子の部  ③４年生男子の部 

④６年生女子の部  ⑤５年生女子の部  ⑥４年生女子の部 

９ 競技規則    令和６年度（公財）日本バドミントン協会競技規則･大会運営規定･公認審判員規程による。 

１０ 競技方法 

（１） 種目別に予選リーグ戦及び決勝トーナメント戦により行う。 

（２） 各種目とも複･単･複の順で試合を行う。単･複を兼ねて出場することはできない。 

（３） ポイントは全試合15点3ゲームマッチとし、延長は21点までとする。 

（４） ３チームによる予選リーグ戦を行い、各１位による決勝トーナメント戦を行う。３位決定戦は行わない。 

（５） 予選リーグは全対戦（３試合）行う。勝敗決定後の試合のメンバー変更は可とするが、主審に申し出て相手方の監督の了

承を得なければならない。 

（６） 決勝トーナメント戦は、２勝先取とする。マッチを開いて行う場合、勝敗決定後のマッチは打ち切りとする。 

１１ チーム編成 

（１） チーム編成は、選手5人以上8人以内、監督1人、コーチ1人とする。監督・コーチは(公財)日本バドミントン協会に登

録を済ませていること。また、監督・コーチは 3 級以上の審判員資格を保持していること。監督・コーチは、自チームが

複数種目に出場している場合、自チームのベンチ移動を行うことができる。ただし、ベンチに入ることができるのは２名

までとする。 

（２） チームは、原則、予選大会にエントリーした選手で編成するものとする。ただし、県連盟が認めた場合は、同チーム内で

の選手の追加･変更を認める。 

（３） 単独チームを基本とするが、予選大会において本大会の出場可能なチーム数に達しない県は、県連盟の推薦により選出す

ることができる。この場合、混成チームを可とする。 

（４） メンバー変更は監督会議で正当な理由がある場合は認めるが､その他の変更は認めない。 

１２ 使用器具  (公財)日本バドミントン協会検定・審査合格用器具及び令和６年度第1種検定合格水鳥球を使用する。 

１３ 参加資格 

（１） 令和６年度(公財)日本バドミントン協会及び日本小学生バドミントン連盟に加盟登録しているものとする。 

（２） 選手は、文部科学省規程の学年で出場し、各種目の学年以下の選手でチーム編成する。 

（３） 参加チーム数は、種目ごとに各県２チームとする。但し、開催県と次年度開催県は３チームとする。 

１４ 組 合 せ   北信越小学生バドミントン連盟理事会で決定 

１５ 表   彰   優勝チームには優勝杯〈持回り〉と賞状、２・３位には賞状を授与する。 

１６ 服   装   競技中の服装は、（公財）日本バドミントン協会審査合格品を着用し、上着背面にはチーム名 

（チーム名と県名の併記可）と氏名（フルネーム）を表示する。 

１７ 申込･問合せ     別紙申込書様式により、各県一括で下記のメールアドレスへ１月３１日（金）までに申し込むこと。 

〒930-0353  富山県中新川郡上市町法音寺16-11 

     富山県小学生バドミントン連盟  事務局 篠村 幸治 

 ℡ 090-1631-7499  メールアドレス shino-yuna@ma.net3-tv.net 

１８ 参 加 費    １チーム８,０００円 各県一括で下記の銀行口座へ１月３１日（金）までに振り込むこと。 

口座名義人 北信越大会事務局  篠村 幸治  

金融機関名 北陸銀行高岡市役所出張所 普通 ５０１３１９０ 

１９ 宿泊･弁当    別紙宿泊･弁当要項による 

２０ そ の 他 

（１） 参加者が競技中に負傷した場合、応急手当て及び救急搬送の手配は主催者側が行いますが、それ以後の対応は監督又は、

保護者で行ってください。 

（２） 各種目の前年度優勝チームは、優勝杯を開会式当日に返還してください。 

（３） 大会当日の受付はチーム単位で行ってください。 


